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オプトアウト用情報公開文書２（複数施設研究） 

市立貝塚病院 小児科 作成日：2022年 9月 13日 

１．研究課題名 ピーナッツ、木の実類アレルギーの臨床的交差性に関する後ろ向きコ

ホート研究 

２．研究の対象 2012年 3 月～2022 年 5月までに当科でピーナッツまたは木の実類ア

レルギーと診断されたお子さん 

３．研究目的・方法 【目的】ピーナッツ、木の実類（アーモンド、クルミ、カシューナッツ、

ヘーゼルナッツなど）は食物アレルギーの一般的な原因アレルゲンで

すが、アナフィラキシーショックを引き起こしやすく、鶏卵や牛乳に

比べて自然耐性獲得率が低いことが知られており、生活に大きく影響

します。ピーナッツ（マメ目）は木の実類とは異なる生物ですが、それ

らのアレルギーには関連性があること（臨床的交差性といいます）が

わかってきました。今回の研究では、ピーナッツ、木の実類アレルギー

患者さんの診療情報から臨床的交差性を調査することによって、今後

の食物アレルギーの管理、診断の向上に役立つ情報を得ることを目的

としています。 

【方法】対象患者さんを抽出し、カルテ情報より研究調査項目を入力

したデータベースを作成します。匿名化（個々の対象患者に固有の研

究番号を付与し、施設 ID,氏名等容易に個人を特定できる情報を削除す

る）を行い、研究代表施設へ提供します。 

【期間】施設承認～2023年 10 月 31日（□延長の可能性あり） 

４．研究に用いる試料・

情報の種類 

試料：使用しません 

情報：年齢、性別、家族歴、病歴、血液検査結果、アレルギー検査結

果等 

５．外部への試料・情

報の提供 

作成したデータベースは匿名化し、研究代表施設である近畿大学病院

小児科に郵送します。使用するコンピュータは、特定の関係者以外が

アクセスできない状態で管理します。対応表は、当院の研究責任者が

院内で厳重に保管・管理します。 

６．研究組織 （研究代表施設） 

近畿大学病院 小児科 

益海 大樹  所属：近畿大学病院 小児科  職名：助教 

（共同研究施設） 

市立貝塚病院 小児科 

研究責任者 

山崎 晃嗣 所属：市立貝塚病院 小児科 職名：副部長 



Ver2 

７．お問い合わせ先 

 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合

わせ下さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財

産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧する

ことが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんも

しくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象

としませんので、2023 年 3 月 31 日までに下記の連絡先までお申出く

ださい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

  （研究責任者） 

  市立貝塚病院  小児科・ 山﨑 晃嗣  

〒597-0015 大阪府貝塚市堀 3丁目 10 番 20号 

TEL:072-422-5865  FAX:072-439-6061 

研究代表者：近畿大学病院 小児科 益海 大樹 

 

tel:072-422-5865

